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て末梢血液中の BDNF が増加するのかを検討した．正規性の検定には Shapiro-wilk 検定を
用いた．BDNF の運動前後の比較には，対応のある t 検定を用いた．危険率 5％未満を有意
水準とした．  
【結果】中強度の有酸素運動介入によって， 40 人中 22 名で運動前に比べて運動後に血清
BDNF が増加した．しかし，運動前後の BDNF 量に有意な差は認められなかった (p=.21)． 
【考察】運動介入によって末梢血液中の BDNF が増加することは，欧米人を対象とした多く
の先行研究で報告されている．健常成人における有酸素運動介入による末梢血液中の BDNF
の急性反応を調査した文献は 13 本確認され，運動後に BDNF が増加した研究は 8 本であり，
不変または減少した研究は 5 本であった．本研究で運動により BDNF 増加が生じなかった要
因の 1 つとして，一塩基多型(Val66Met)によるものも考えられる．これは BDNF 遺伝子の
196 番目の塩基が G から A に変化した多型のことで，これによって BDNF 前駆体である
proBDNF の 66 番目のアミノ酸が Val から Met に変化する．Met 型の一塩基多型を持つ個体
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